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正三角形 ABCの一辺の長さを1としても、一般性を失わない。 

BCと APの交点をQとすると、 pQCpBQ  1, である。 
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 2222 1
3

cos121 ppppAQ 


 21 ppAQ   

円周角の定理より、 ABQCPQBAQPCQ  , であるから 
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